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ల ǽ ͆ ۑ
人 ۑ 114ネ372人 (⾺56人)

ᨇ ブブネ782人 (⾺22人)

্ ブ8ネブ90人 (⾺34人)

ˌే数 48ネ916ˌే (⾺ブ3)
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P2-3　　平成30年 浦添市成人式
P4-5　　南米研修生受入事業
P9　　　職員の人事行政・給与・定員管理
P12-13　ＲＯＡＤ ～輝く人たち～ 安次嶺 周さん

今月のラインアップ
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そ
の
力
強
い
歌
声
に
耳
を
傾
け
、
真
っ
す
ぐ

な
表
情
で
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。そ
の
後
、新
成
人
で
構
成
し
た

合
唱
団
が
リ
ー
ド
し
、
参
加
者
全
員
で
浦
添

市
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、市
長
を
は
じ
め
、多
く
の
人
か

ら
の
祝
福
と
激
励
を
受
け
、
新
成
人
を
代
表

し
て
５
人
が
、
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
や
大
人
と
し
て
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
あ
と

も
、会
場
の
外
で
は
、久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る

旧
友
と
写
真
を
撮
り
、思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。新
成
人
た
ち
は

希
望
を
胸
に
抱
き
、輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ

て
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
1
月
７
日
（
日
）
に
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー

ル
で
平
成
30
年
浦
添
市
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。今
回
、
対
象
と
な
っ
た
成
人
数
は

1
3
2
0
人
。そ
の
う
ち
9
3
7
人
が
式
典

に
参
加
。会
場
は
華
や
か
な
振
袖
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
新
成
人
自
ら
企
画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
自
身
も
二
十
歳
を
迎
え
た
港
川
中
学

校
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
沙

彩
さ
ん
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
曲『
お
父
ち
ゃ
ん
と

お
母
ち
ゃ
ん
』
で
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

歌
い
上
げ
、
２
曲
目
は
新
成
人
２
人
と
と
も

に
熱
唱
。会
場
に
い
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、

浦添市成人式
平成30年

　新成人15人が企画運営委員として、９月からア
トラクションや式典の企画・準備を進めてきまし
た。大きな門出となる成人式を素晴らしいものに
したいと力を合わせて取
り組みました。
　新成人自ら作り上げた
アトラクションは大いに
盛り上がり、思い出に残
る成人式となりました。

大
人
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
歩
み
出
す

ণ।࠭ոҹвзϦЌƤ
ƵƠƋǉ

▲成人式企画運営委員のみなさん

❶決意のことばを述べる我喜屋
咲さん ❷司会を務めた金城朝
乃さんと横田弘守さん  ❸浦添
市歌斉唱で指揮者を務めた平良
大知さん

港川中学校出身　　

松本 七美 さん
まつもと　なな　み

浦添中学校出身　　

川上 勝太 さん
かわかみ　しょうた

神森中学校出身　　

仲村 星哉 さん
なかむら　せい　や

浦添中学校出身

久貝 雛子 さん　
く　がい　ひな　こ

ҙڡƜƜ
ƺǁƒ♥

さん

浦添中学校出身浦添中学校出身

久貝 雛子 久貝 雛子 
くく

感謝。

これから
親孝行
するから

港川中学校出身　

松本 七美 
まつもと

さん

仲西中学校出身

新屋 七海 さん
しん　や　　なな　み

σΟζχʔ
—Ͷ͏͜ߦ

浦添中学校出身　

川上 勝太 
かわかみ

新
た
な
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
の

皆
さ
ん
に
二
十
歳
の
抱
負
と
親
へ
の

一言
を
聞
き
ま
し
た
。

ハ
タ
チ

神森中学校出身　

仲村 星哉 
なかむら　せ

これから
親孝行
するから

新屋 七海 
しん

自立
します。

新
た
な
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
の

新
た
な
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
の

皆
さ
ん
に
二
十
歳
の
抱
負
と
親
へ
の

ハ
タ
チ

二
十
歳
の
抱
負

❶❶

❷❷

❸❸
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浦
添
市
で
は
、
昭
和
63
年
よ
り

毎
年
、
浦
添
か
ら
南
米
に
渡
っ
た

移
住
者
の
子
弟
を
研
修
生
と
し
て

迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。
研
修
生
は

７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
５
か
月
間
、

日
本
語
研
修
や
琉
球
舞
踊
、
三
線
、

書
道
、
華
道
と
い
っ
た
文
化
研
修

の
ほ
か
、
企
業
訪
問
や
地
域
交
流

を
通
し
て
沖
縄
・
日
本
の
文
化
を

学
び
ま
す
。
帰
国
後
は
、
研
修
で

得
た
こ
と
を
母
国
に
伝
え
繋
ぎ
、

本
市
と
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
新

垣
フ
ァ
ビ
オ
い
さ
む
さ
ん
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
か
ら
岡
山
ダ
イ
ア
ナ
ア

レ
ハ
ン
ド
ラ
さ
ん
が
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。

文
化
を
学
び
、

ル
ー
ツ
を
た
ど
る

　「
ふ
る
さ
と
」
の
文
化
を
知
る
た

め
、
そ
の
言
葉
を
知
ろ
う
と
必
死

に
勉
強
に
励
ん
だ
研
修
生
。
日
本

語
学
校
で
仲
間
と
共
に
学
び
、
着

実
に
上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
三
線
の
弦
を
弾
い
た
と

き
か
ら
そ
の
音
色
の
と
り
こ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
フ
ァ
ビ
オ
さ
ん
、

琉
球
舞
踊
を
舞
う
と
、
幼
い
頃
踊

り
を
教
え
て
も
ら
っ
た
祖
母
と
の

記
憶
が
鮮
や
か
に
蘇
る
と
い
う
ダ

イ
ア
ナ
さ
ん
。
待
ち
焦
が
れ
た
文

化
研
修
で
は
、
喜
び
を
か
み
し
め

な
が
ら
、
点
と
点
を
繋
ぐ
よ
う
に
、

ル
ー
ツ
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
訪
問
で
は
、
日
本

企
業
の
作
業
の
流
れ
や
伝
統
工
芸

に
触
れ
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
広
告
会
社
勤
務
の
経
験
を

持
つ
フ
ァ
ビ
オ
さ
ん
は
、「
株
式
会

社
宣
伝
」
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
以
前

か
ら
紅
型
に
興
味
が
あ
っ
た
ダ
イ

ア
ナ
さ
ん
は
、「
や
ふ
そ
紅
型
工
房
」

で
実
際
に
製
作
に
励
み
、
母
国
で

も
紅
型
の
良
さ
を
広
め
た
い
と
語

り
ま
し
た
。

海
の
向
こ
う
の
オ
キ
ナ
ワ

　
地
球
の
反
対
側
か
ら
き
た
研
修

生
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
子
ど
も
た

ち
。今
年
度
は
、
港
川
・
沢
岻
・
浦

城
小
学
校
を
訪
問
し
、「
移
民
」に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

は
、
２
人
の
先
祖
が
浦
添
出
身
で
あ

る
こ
と
や
現
地
に
根
付
く
沖
縄
文

化
を
知
り
、
互
い
の
距
離
を
一
気
に

縮
め
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
、「
僕
の

親
戚
も
南
米
に
い
る
か
な
」、「
沖
縄

で
生
ま
れ
た
私
よ
り
も
沖
縄
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
」
と
関
心
を
寄

せ
、
海
の
向
こ
う
に
あ
る
オ
キ
ナ
ワ

を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。「
ふ
る
さ

と
」
に
返
っ
て
き
た
２
人
を
温
か
く

迎
え
入
れ
た
子
ど
も
た
ち
。研
修
生

と
子
ど
も
た
ち
は
沖
縄
の
精
神
い

ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
ー
で
ー
の
心
で
絆

を
深
め
ま
し
た
。

別
れ
、そ
し
て
は
じ
ま
り

　
平
成
29
年
11
月
29
日
、
い
よ
い

よ
研
修
の
成
果
を
発
表
す
る
と
き

を
迎
え
ま
し
た
。
親
戚
、
研
修
の

先
生
、
友
達…

。
お
世
話
に
な
っ

た
多
く
の
関
係
者
に
見
守
ら
れ
る

な
か
、
琉
球
舞
踊
「
鳩
間
節
」「
か

な
よ
ー
」
を
舞
い
、
三
線
を
堂
々

と
弾
き
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、

５
か
月
間
の
経
験
を
経
て
、
溢
れ

る
想
い
を
込
め
、
涙
な
が
ら
に
日

本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
、
修
了
式
・

送
別
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
２
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
符
を

手
に
帰
路
に
着
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
地
点
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
す
で
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

フ
ァ
ビ
オ
さ
ん
が
従
弟
や
親
戚
に

三
線
を
教
え
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で

は
ダ
イ
ア
ナ
さ
ん
が
、
浦
添
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
若
い
世
代
と
研
修
の
経

験
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
３
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
現
地

市
人
会
の
新
年
会
で
、
研
修
の
成

果
発
表
を
控
え
て
い
ま
す
。

　
研
修
生
の
ル
ー
ツ
に
か
け
る
熱
意

は
、
沖
縄
に
住
む
私
た
ち
に
も
、
新

た
な
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

海
を
越
え
、
世
代
を
超
え
、
さ
ら
な

る
絆
が
広
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　私の沖縄の研修は、「ただいま」「発見」「感謝」の３つの
言葉で表せます。自分のルーツ、お父さんの故郷、沖縄・
浦添というおうちに戻って、親戚やたくさんの親切な人た
ちに会い、第一の言葉は「ただいま」になりました。皆さん
からのすべての教えが、新しい事に気付かせてくれて、私
の中で「発見」という言葉になりました。そして、ウラシー
ンチュの皆さんに「感謝」の気持ちでいっぱいです。イッ
ペーニフェーデービル！浦添で学んだことは、ブラジルで
も伝えていきたいと思います。

❶真剣に三線の稽古に励む研修生　❷浦城小学校
での交流会

「ただいま」「発見」「感謝」3つの言葉。
　沖縄に来る前、私はとてもマチカンティーしていまし
た。子どものころから、ひいおばあさんが生まれたふるさ
とに行くことを夢見ていたからです。浦添市の研修に参加
して、その夢をかなえることができました。この経験を
ずっと忘れることはありません。沖縄の人は、家族のよう
に優しくて、最初からそのイメージは変わりません。浦添
市の皆さん、親戚の皆さん、友達に感謝しています。本当
にありがとうございました。

夢をかなえることができました。

新垣ファビオいさむ
（ブラジル連邦共和国）

▲帰国後、三線を教えるファビオさん

岡山ダイアナアレハンドラ
（アルゼンチン共和国）

▲

❷

❸

❹

❶

❷

❶

「おかえりなさい」
戦前戦後を通じ、浦添から南米に渡ったウラシーンチュたち。
その子孫たちが、ルーツを求めて「ふるさと」浦添の地に舞い戻り、
今年もまた新たな絆が生まれました。

海を越え、世代を超え

ධ☨߅ߩࠄ߆たࠃり
Back Number

「南米からのおたより」では、母国に帰国した南米研修生からのおたよりを、浦添市の
ホームページで紹介しています。ペルー、ブラジル、アルゼンチンの文化や、各国の浦添
市人会の様子をお楽しみください。

▲「南米から
のおたより」
のページ

平
成

　年
度 

浦
添
市

南
米
移
住
者
子
弟
研
修
生

受
入
事
業

29

ハイサイ♪

❶日本語学校修了　❷初めて花を生けるダイアナさん　❸「一」から書道に
望む様子　❹お世話になったみなさんと修了式で集合写真

移民子弟たちと帰国後に交流する様子
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Ӵ国中学生人ᑤΰ文ȻンテɁɐ沖縄᭔গ会伝達表ഺ
೙が市ൃཀで行われ、ӱ✘した⿇人に表ഺᣞが࿽˄され
ました。

೙では最優ᲂ✘をۅ✘した୮
やま

ࣉ
しろ

ી
み

˱
の

።
り

さん（ᚯ఍中）
と⡙

ȇ

ࡽ
ど

᫜
も

Ƽ
も

↻
か

さん（ᚯ఍中）が、「⭿がいは私のХමであ
る」「自分が思っているᇃ⢡はすべての人と۴ǧとは⭈ら
ない」というԑ૓のΰ文をそれǭれྀ⯶しました。

ΰ文を⢡して、人ᑤとはΩかを‬え、人ᑤは◿にとっ
てもগ切なものであり、一人一人のХමをগ切にするൺ
によってમられるものだということを感ǧているようで
した。

自ᗁ会ᵱࢄἼによるࡐΧ೙達伝ഺ表⅄গؘἕ‮׷ע
が市ൃཀで行われ、۵

な

⚘
ご

⇠
えい

ᗁ
ǧ

さん、༕
が

⤴
べ

შ
まさ

ῲ
よし

さん、新
しん

⦓
ざと

౯
さち

ͦ
よ

さんに表ഺᣞが࿽˄されました。３人は⫧౫にわた
り、自ᗁ会のۄりまとȐやࣕࢄの発ୠにୈמし、そのע
ὧが◜Ȑられ、͑ 。の表ഺとなりましたࡋ

浦添ɗイツ自ᗁ会⫧をؘȐる༕⤴さんは「各自ᗁ会
⫧や⬄ϭᑿ⬄からמٴとნ၇があっての表ഺです。これ
からもより↝いまちǴくりをᬶ࿀してࣕࢄӴΧでⲈ೿っ
ていきたい」とᵔⲨで◭り、͑ 後のᘍؔに๟ᓕを見せて
いました。

ビパヒベ౫新౫᱋✀会が浦添市民Χ₝ⴆで⫳ҁされ、ẇ
ヒフヒピ人の参加ンニɟーオ。たしまりま⮥らかঋԑ市が‮
ȸのかǝやでⳃやচ⽞で会ईは≮やǝ、新༔人や来✓の
みなさんによる⪣⫳きの後、来ईされたみなさんと共に
ॷⶲらかな̊ኅで、⠔かしい౫となることをⲬいました。

ነ本市⫧はあいさつの中で「浦添市を沖縄一優しい
ᱨ᰽のまちにしていきたい」とྂ⛤を⡻べ、参加浦に‮
添市のまちǴくりȇのᥴ╫とמٴをܵȂかǠました。

۴ᅠ、浦添市ᘲ⬸本⤴では、યൺયӴなまちǴくりȇ
の◢いと៥៰̔⬸๟⚃をⶲȐてもらうことをᬶ᫢にլ
初೙も行われました。

すべてのࣕࢄΣ民の参加をᬶ࿀したヤヨヨ（ȷɲーン・
ȸɲーン・ȸɴイシɫɁ）⣌ؔが市ԑ各ࣕࢄで一ᄛに行
われました。

ᕃ౫෕όのこの⣌ؔは、ᚌ࿼ᘍؔを⢡してࣕࢄのẽ
を Ȑ、ࣕࢄの子をમり₝てる事をᬶ᫢としています。
͑౫もএくのΣ民が参加し、それǭれのࣕࢄにあるӸࡰ
や⣔➇のȼɧをྻい、まちがきれいな↻でളられること
をⲬいながら↻の⇋をᎧえこȏなどをしました。

ᚌ࿼後、参加をࣕࢄのちた分自たっなにいれきはら‮
見ᚡし、ᛙ❣ǡな表ษで⛄ᕶや沖縄そばをⳒべるなど、
̞いに׷をǼǝらい交流を Ȑました。

ͮ⫻のȷɘȽーɔ൧௼（市࿀઻۠❽）で、その൩ә
にΒいȷɘのቆのᎧᑰが行われました。

ȷɘȽーɔとは「ȷɘのˁ」という๟ܬで、ȷɘのቆに
はےくから᱌が૔るとされています。༦前のこのईཀに
は൧௼をમるようにȷɘのቆが⇨っていましたが༦̕に
よってᠭড。ȷɘȽーɔ൧௼は、ウマチーなど౫中行事
を行うྪཀであり、͑もᆃもࣕࢄの人たちにとってগ切
なЈͬのईཀとなっています。

子どもたちがᎧえたȷɘのቆには、「当ᆣのਖをۄり
戻し、ࣕࢄの⛥᧳を後ˌに伝えたい」というࣕࢄの人
たちのⲬいが⡛Ȑられています。

12/19⾷៥⾸ ᄙك⛥ǺȷɘǽቆᎧᑰ

12/22⾷⦘⾸ΌǗǮǓƸХමȡগչǺǨȚൺ

12/27⾷ᕮ⾸ΣȎȗǓȍǰǴǞșǾࣕࢄǚȘ

1/5⾷⦘⾸ᄽ౫ǽ⫨լȡ᱋Ǖ

12/17⾷ᅠ⾸ヤヨヨ⣌ؔǶࣕࢄǽẽ ȐȚ

国ḃをުわずみんなで新౫を᱋おうと、国⭾交流ٴ会
˩ҁのニューイɬーəーティーが、浦添市てだこホール
市民交流ૅで行われました。

子どもたちはᱨᵔいやだるま⊝とし、᤻ӱれȺームに
夢中になり、みんなでמを۰わせてついたお⳧をおいし
そうにⲖ೿る参加⮆、はに後最のーィテーə。ちた‮
にいる人とཆとཆをۄり۰い⟽ඎなⱮ楽に۰わせてɲ
ɂムよく➔るਖがあり、会ईにはẹ਀、ɗッɜーな「ᵔⲨ

（ㄔㄎㄊㄍㄆ）」があふれ、参加⣖の⽶౫、化文や葉言はら‮
いを❟えて交流を楽しみました。

ɗーɪニーɃンɇーで「おᵔい↾人と‬える！ᨇ্共
۴参ᨋフȱーラム」が⫳ҁされました。

᜵↾⮥ࡐョユヤ᜵ǧる「あǝǧȒȂަಅ」では、ᵔいを
⢡してᨇ্のൃׂとはΩかをުいかǠ、əɕルディɁカッ
シɯンでは、沖縄ȵɲɁɐ教学⭐গ学の新ࢯチ◯チ教࿽が
⢳行ൃをؘȐ、ነ本市⫧や浦添市্මࡐΧ連ỏٴ⚑会の
ͮ┴会⫧らブ人のəɕɲɁɐが、会ईの皆さんとᨇ্共۴
参ᨋについて‬えを Ȑました。「ᆣͦと共に౐⚃は変わ
る一人一人がХමをগ切にし、みんなでᵔいあえる᰷会
がીᥰできたらいいですǼ」というəɕɲɁɐらの言葉
に、会ईの皆さんはᵔⲨでうなずいていました。

1/14⾷ᅠ⾸ɓɭʀȬɬʀəʀɎȫʀ
ƷƷƷƷƷᴖ ⲨǶ̰ᘓȡᏱǦȏ

1/14⾷ᅠ⾸ǙᵔǓ↾͆Ƿ‬ǗȚ⾰
ƷƷƷƷƷᨇ্ӽ۴ڹᨋɝȱʀɱɨ⫳ҁ
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ɐ
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Ǔ
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ɇɜオȳḠóóóó100ㄈ
Ḡ ⼽ Ṥ óóóóó100ㄈ
ᕮ óóóóóóó200㄄㄄
ø 1⿉1⿉2なǽǶ╏ǗȓǨい⾰

ǜなḠóóóóóóó12ㄈ
ጨǽ⊡əȮɈʀóóó8ㄈ
øጨǽ⊡əȮɈʀはᘟᚊలൃ
ཀԑॹಅ、Ƚɻエʀ۬ಅⅮǶ
⛩ॹしǵいȍǨƹ

問い合わせ　健康づくり課　☎ （内線3660）

地域支援課 栄養士　諸
もろみざと

見里 朱
あや

子
こ

今、注目されているカルシウムやミネラルが
豊富に含まれている桑の葉パウダーを使用
したとても簡単なメニューです。
介護予防におすすめです。

栄養がたっぷりとれるスイーツ

桑の葉くずもち5品目

栄養成分表示（１人あたり）
エネɳȶʀ⿉⿇⿈ㄌ㄄㄂ㄍ⾾ǮȢȀǞ✤⿉⾿ハ⿈⿶⾾⃇✤⾿ハ⿀⿶⾾

᠂ᕮكᢼ⿇⿇ハ⿆⿶⾾Ⳓदᭀഝ⦖⾿ハ⿀⿶

ɴシɜံϜ⿉ࣕࢄნ၇☁

作り方

ŋ⩩ǺɇɜオȳḠ、Ḡ⼽Ṥ、ᕮȡӱț
ǵȗǞ溶かǨ
Ō⩩Ǻ៥ȡかǠǵ（˛៥Ƕ）ቆȈȘ
ǶᚆǫȚƹ
ōȑǰǲǷしǵǜǮȘ೻៥ǺしǵǑȐ
↠ǺなȚȍǶᚆǫȚƹ
Ŏ↤ǽǑȚǑȐ↠ǺなǲǮȘ៥ȡᓹ
Ȑ、ɘɋトǺᘓし⡛ȢǶḮᡡȡǷǲǵ、
2ǳǽスɟʀɻǶǙࡐ੿ᣞǺǷȚƹ
ŏጨǽ⊡əȮɈʀǷǜなḠȡȍȅし
ǵǶǜǑがșƹ

材料（４人分）

人事行政・給与・定員管理
浦添市職員の

※詳細については、3 月頃に市ホームページ上で公表します。　問い合わせ　職員課　☎（８７６）１２３４　内線２０６２

【浦添市職員の給与・定員管理について】

【人事行政の運営などの状況について（平成28年度）】

１　人件費の状況（平成28年度普通会計決算）
歳 出 費 541億5648万8000円
人 件 費 55億8122万円
人 件 費 率 10.30%

２　職員給与の状況（平成28年度普通会計決算）
給与費（職員数701人）

給料・職員手当・期末勤勉手当 37億3369万2000円

4　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成29年4月1日現在）
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢
29万5600円 34万6100円 40.6歳

5　職員の初任給の状況（平成29年４月１日現在）
大学卒（国と同じ） 高校卒（国と同じ）
初 任 給 初 任 給
17万8200円 14万6100円

3　職員手当の状況
期末・勤勉手当　平成29年度支給割合（国と同じ支給率）
期 末 手 当 勤 勉 手 当
2.60月分 1.7月分

退職手当（国と同じ支給率）
支 給 率 自 己 都 合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.58250月分
勤続35年 41.325月分 49.59000月分
最高限度額 49.590月分 49.59000月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
2％から20％加算

特殊勤務手当（平成28年度決算）
支給実績 1404万6000円
支給職員一人当たり平均支給年額 5万4000円
手当の種類（手当数） 11種類

時間外勤務手当（休日勤務手当を含む。平成28年度決算）
支給総額  1億7276万5000円 職員一人当たり 29万4319円

扶養手当（国と同じ支給額）（平成29年度）
配偶者 1万円 子 8000円
父母など 6500円 16～22歳の子 5000円加算

住居手当（国と同じ）
借　家 限度額　2万7000円

通勤手当（県並み）
通勤距離２ｋｍ以上の職員 定額制

６　特別職の給料・報酬などの状況（平成29年4月1日現在）
区 分 給料または報酬月額 期末手当
市 長 90万4000円

3.25月分

副 市 長 74万9000円
教 育 長 67万5000円
議 長 53万6000円
副 議 長 47万9000円
議 員 45万2000円

７　定員適正化計画の数値目標および進捗状況（実績）
定員適正化手法の概要
事務事業全般の見直し、行政組織の簡素効率化、指定管理者制度を含む民間業
務委託等の強力な取組による定員削減に努め、職員研修による職務遂行能力
の向上等、少数精鋭による定員適正化を推進します。

区分
部門

平成１７年 平成29年 平成18～29年
計画始期 12年目 実績計

一 般 行 政
職員数 467人 478人 478人
増 減 0人（対前年度） １１人

教 育
職員数 206人 127人 127人
増 減 1人（対前年度） △79人

消 防
職員数 98人 98人 98人
増 減 １人（対前年度） 0人

公営企業等
会 計

職員数 92人 101人 １０１人
増 減 0人（対前年度） ９人

計
職員数 863人 804人 ８０4人
増 減 2人（対前年度） △59人

４　採用及び退職の状況
区 分 採 用 者 数 退 職 者 数
市長部局等 18人 12人
教育委員会 3人 1人
水 道 部 １人 1人
合 計 22人 14人

１　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
 (1)一般職員の勤務時間
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 休憩時間・週休日
38時間45分 午前8時30分～午後5時15分 正午～午後1時 土･日曜日

(2)年次休暇の状況｠
総付与日数 総使用日
15755.3日 6427.0日

対象職員数 一人当たり平均使用日数 使用率
432人 14.9日 40.8%

２　職員の分限および懲戒の状況
区　分 休　職 戒　告 減　給 停　職
処分者数 18人 0人 0人 0人

３　職員の福祉および利益の保護の状況
 (1)健康診断の状況
集団検診 165人
人間ドック 645人
脳ドック 29人
PET検診 5人

2月21日（水）・22日（木）
午後6時30分～
（受付：午後6時～）

うらそえ介護福祉会主催
映画「ケアニン」上映会

日
時

問
い
合
わ
せ

【場所】浦添市てだこホール

チケット代
￥999友寄 利津子

☎070-5279-1245
ritomo123@yahoo.co.jp



広報広報 1011 2018 年 2 月１日 2018 年 2 月１日

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
0
5

■
救
急
法
講
習
会
（
普
通
Ⅰ
）

「
助
け
た
い

思
い
を
ワ
ザ
に　

救
急
法
」

　

成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法

な
ど

日
時　

２
月
17
日
（
土
）
午
後
１

時
～
午
後
４
時

場
所　

消
防
本
部　

2
階
講
堂

定
員　

30
人
（
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
優
先
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

２
月
16
日
（
金
）
ま

で
（
受
付
時
間
は
土
・
日
・
祝
日

除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

食
事
と
妊
婦
健
診
結
果
の
関
連
・

食
事
の
選
び
方
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
妊
婦
体
験

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
赤
ち
ゃ
ん
人
形
抱

っ
こ
体
験
等
。

対
象　

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時　

2
月
25
日
（
日
）
午
前
９

時
～
正
午

申
し
込
み　

2
月
22
日
（
木
）
ま
で

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
（
離
乳
食
教
室
）

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
・
実

演
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）

日
時　

2
月
16
日
（
金
）
午
後
１

時
～
午
後
3
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
で
４
～
８
か
月

の
乳
児
を
持
つ
保
護
者

申
し
込
み　

2
月
13
日
（
火
）
ま
で

■
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

【
乳
児
健
診
】

日
時　

2
月
11
日
（
日
）
▼
前
期
（
３

～
４
か
月
児
）
午
後
１
時
～
午
後
２

時
30
分　

▼
後
期（
９
～
10
か
月
児
）

午
前
９
時
～
午
前
10
時
30
分

【
１
歳
６
か
月
児
健
診
】

日
時　

2
月
1
日
、8
日
、15
日
、22

日
（
全
木
曜
日
）
午
後
１
時
15
分

～
午
後
2
時
15
分

【
３
歳
児
健
診
】

日
時　

2
月
7
日
、14
日
、21
日
、28

日
（
全
水
曜
日
）
午
後
１
時
15
分

～
午
後
２
時
15
分

■
２
歳
児
歯
科
健
診
事
業

対
象　

２
歳
～
３
歳
未
満
（
３
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
）
の
子

場
所　

浦
添
市
と
契
約
し
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
（
通
知
書
に
リ
ス

ト
を
同
封
）

費
用　

自
己
負
担
額
無
料
（
公
費

負
担
）

【
健
診
の
内
容
】

○
歯
の
診
察

○
フ
ッ
素
塗
布

○
歯
磨
き
の
仕
方
・
保
健
指
導

※
お
子
さ
ん
の
健
康
な
お
口
を
保

つ
た
め
に
、
２
歳
児
歯
科
健
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

■
第
２
回　

子
ど
も
の
発
達
講
演

会
の
開
催

　

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
言
葉
の
発
達
と
言
葉
の
発
達
を

促
す
関
わ
り
方

講
師　

眞
喜
屋
佳
恵
氏
（
医
療
法

人
八
重
瀬
会
同
仁
病
院
言
語
聴

覚
士
）　

対
象　

市
内
在
住
で
０
～
３
歳
頃

ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

2
月
17
日
（
土
）　

午
後
2

時
～
午
後
4
時
（
午
後
1
時
30
分

受
付
開
始
）

※
参
加
費
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不

要
。
授
乳
室
、
プ
レ
イ
マ
ッ
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
託
児
サ
ー
ビ
ス

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

「
う
つ
病
の
理
解
と
予
防
」

～
う
つ
病
を
正
し
く
知
ろ
う
～

日
時　

２
月
16
日
（
金
）　

午
後
７

時
～
午
後
９
時

場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

2

階
大
ホ
ー
ル

講
師　

仲
本
晴
男
氏
（
医
療
法
人

輔
仁
会
田
崎
病
院
院
長
）

対
象　

浦
添
市
民
、
精
神
保
健
関
係

職
員
、関
心
の
あ
る
人

定
員　

1
0
0
人

費
用　

無
料

※
予
約
不
要
・
手
話
通
訳
有
り

■
が
ん
検
診
個
別
健
診
・
生
活
保

護
一
般
健
診
実
施
期
間
に
つ
い
て

　

実
施
期
間
は
、
２
月
28
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

■
浦
添
市
役
所
出
張
特
定
健
診

日
時　

２
月
16
日（
金
）～
20
日（
火
）

※
土
日
は
除
く

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所　

浦
添
市
役
所　

1
階

対
象　

30
歳
以
上
の
浦
添
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者

※
予
約
不
要
、自
己
負
担
額
な
し

※
が
ん
検
診
の
実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
。

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）
３
２
１
９

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日

※
12
日
（
月
）は
振
替
休
日
の
た
め
開
館

開
館
時
間

：

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
金
曜
日
は
午
後
7
時
ま
で
開
館

（
最
終
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

■
講
演
会
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
南

蛮
漆
器
」

日
時　

２
月
3
日
（
土
）

費
用　

入
場
無
料

■
松
尾
海
彦
個
展　

近
く
の
海

期
間　

２
月
2
日（
金
）～
10
日（
土
）

費
用　

無
料
（
企
画
２
室
）

■
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ピ
ッ
チ

：

日
米

野
球
外
交　

写
真
展

期
間　

２
月
２
日（
金
）～
18
日（
日
）

費
用　

無
料
（
企
画
１
室
）

■
日
本
画
家
南
正
文
作
品
展

よ
ろ
こ
び
の
種
を

期
間　

２
月
９
日（
金
）～
20
日（
火
）

費
用　

無
料
（
企
画
３
室
）

※
講
堂
・
映
画
上
映
は
有
料

■
第
56
回
全
沖
縄
児
童
生
徒

書
き
初
め
展

期
間　

２
月
13
日（
火
）～
18
日（
日
）

費
用　

無
料
（
企
画
１
室
）

■
沖
縄
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８

期
間　

２
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
）

費
用　

無
料

■
第
44
回
沖
縄
県
工
芸
振
興
セ
ン

タ
ー
展

日
時　

３
月
1
日（
木
）〜
4
日（
日
）

費
用　

無
料

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

美
術
館
P
V
の
楽
曲
と
沖
縄
民

謡
、
島
唄
P
O
P
S
の
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
ラ
イ
ブ

日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
後
4

時
〜
午
後
5
時

出
演　

Ｒ
ｙ
ｕ
ｔ
ｙ

費
用　

無
料
（
企
画
3
室
）

■
体
験
教
室

切
り
絵
で
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を

作
ろ
う
！
完
成
品
で
R
y
u
t
y

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
彩
り
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
（
日
）
午
後
1

時
～
午
後
3
時

費
用　

3
0
0
円
程
度　

定
員　

先
着
30
人　

講
師　

玉
那
覇
里
美
氏
、
吉
永
遥

氏申
し
込
み　

２
月
2
日
（
金
）
か
ら

電
話
受
付

浦
添
市
立
図
書
館

☎
（
８
７
６
）
４
９
４
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、
2
月
6
日
（
火
）

〜
17
日
（
土
）
は
蔵
書
点
検
の
た
め

■
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
上
映
会

※
英
語
音
声
・
日
本
語
字
幕
付
き

日
に
ち　

２
月
18
日
（
日
）

①
ア
メ
リ
カ
シ
ネ
マ
上
映
会

『R
e
m

e
m

b
e
r
T
h
e
T
ita

n
s

』

午
前
10
時
～
（
1
1
3
分
）

②
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映
会

『Z
o
o
to

p
ia

』

午
後
２
時
～
（
1
0
8
分
）

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

内
容　

ひ
な
ま
つ
り

日
時　

２
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

30
分
～
正
午

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

本
の
排
架
・
書
架
整
理
、
お
は
な

し
会
で
の
読
み
聞
か
せ
等

活
動
期
間　

４
月
１
日
（
日
）
～

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
、
１
日
２
時

間
程
度
（
※
活
動
に
よ
っ
て
活
動

日
時
を
指
定
す
る
場
合
あ
り
）

対
象　

県
内
在
住
の
人
（
※
未
成

年
者
は
保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
。

必
要
が
あ
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証

明
書
の
発
行
可
）

申
し
込
み　
「
浦
添
市
立
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
申
込
書
」
を
２
月

20
日
（
火
）
～
３
月
16
日
（
金
）
提

出
。
要
項
と
申
込
書
は
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
で
配
布
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

■
防
災
講
座
（
全
４
回
）

救
助
が
届
か
な
い
と
き
、
そ
れ
ま

で
に
住
民
は
何
を
す
べ
き
か
？
「
自

分
ご
と
の
」
防
災
力
を
身
に
つ
け
る

講
師　

①
④
稲
垣
暁
氏（
防
災
士
）

②
③
桂
浩
史
氏
（
牧
港
川
の
清
流

を
取
り
戻
そ
う
委
員
会
代
表
・
湧
水

F
U
N
倶
楽
部
環
境
部
長
）・
沖
縄

P
U
S
H
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
平
安

病
院
・
う
ら
そ
え
介
護
福
祉
士
会

日
時　

①
2
月
28
日
（
水
）、
④

３
月
９
日
（
金
）
両
日
と
も
午
後

7
時
～
午
後
9
時
②
③
3
月
3
日

（
土
）
〜
4
日
（
日
）
両
日
と
も
午

後
2
時
～
午
後
4
時

場
所　

中
央
公
民
館　

分
館

費
用　

無
料

定
員　

①
④
は
40
人　

②
③
は
体

験
ブ
ー
ス
の
た
め
随
時
受
付

申
し
込
み　

2
月
6
日
（
火
）か
ら

■
L
e
t
’s

異
文
化
体
験（
全
３
回
）

　

浦
添
市
と
友
好
都
市
で
あ
る
中

国
泉
州
市
を
通
し
て
中
国
文
化
に

ふ
れ
る
（
学
ぶ
・
観
る
・
体
験
す
る
）

講
師　

①
③
林
玲
氏
（
レ
オ
ス
ポ

株
式
会
社
）・
②
池
宮
正
隆
氏
（
天

行
健
中
国
武
術
館
認
定
指
導
員
）

日
時　

①
2
月
24
日
（
土
）
②
3

月
17
日
（
土
）
③
3
月
21
日
（
水
）

各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

中
央
公
民
館

費
用　

材
料
費
と
し
て
千
円

定
員　

16
人　

申
し
込
み　

2
月
6
日
（
火
）
か

ら
（
先
着
順
）

■
こ
だ
わ
る
!!
楽
し
む
!!
男
の
底

力
ｕ
ｐ
講
座
（
全
４
回
）

　

暮
ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い

ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
知
識
や
技

を
身
に
つ
け
る

①
た
き
火
d
e
カ
フ
ェ

②
ろ
う
そ
く
コ
ン
ロ
作
り
＆
ク
ッ

キ
ン
グ

③
里
浜
で
海
藻
採
り
体
験

④
ア
ー
サ
そ
ば
作
り

日
時　

①
②
④
２
月
17
日
（
土
）、

25
日
（
日
）、
３
月
10
日
（
土
）
午

前
10
時
～
正
午
、③
３
月
3
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

定
員　

各
回
10
組
（
20
人
程
度
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

（
ま
た
は
親
子
）

※
全
回
参
加
で
き
る
人
優
先

申
し
込
み　

２
月
５
日
（
月
）
か
ら

（
先
着
順
）

※
各
回
の
場
所
、
費
用
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
（
８
６
１
）３
１
９
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、11
日
（
日
）
建
国

記
念
日

※
講
座
の
受
付
は
、2
月
1
日
（
木
）
午
前

9
時
か
ら

■
リ
メ
イ
ク
！　

簡
単
ワ
ン
コ
の
服

日
時　

2
月
25
日
（
日
）
午
後
1

時
～
午
後
4
時

参
加
費　

1
0
0
円

持
ち
物　

着
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も

服
・
裁
縫
セ
ッ
ト
・
あ
れ
ば
ミ
シ
ン

定
員　

7
人

■
大
根
ま
る
ご
と
使
い
切
り
！

（
大
根
も
ち
他
4
点
）

日
時　

2
月
28
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
1
時

参
加
費　

4
0
0
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

定
員　

10
人

浦添市美術館
ホームページ
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安次嶺 周（37）

あ　　　し　 みね　 しゅう

Shu Ashimine

安
次
嶺 

周

こ
と
が
で
き
ず
、
イ
ベ
ン
ト
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
審
査
員
か
ら
「
馬
鹿

を
や
る
な
ら
も
っ
と
思
い
切
っ
て

や
れ
」
と
い
う
厳
し
い
言
葉
を
掛
け

ら
れ
ま
す
。安
次
嶺
さ
ん
の
胸
に
強

く
響
い
た
こ
の
一
言
は
、
自
身
の
中

で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ず
に
好
き
な

こ
と
を
思
い
っ
き
り
や
る
大
切
さ

を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。そ
の

後
の
イ
ベ
ン
ト
で
、「
母
親
の
水
着

を
着
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
ら
面

白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
舞
台
に

立
っ
た
の
が
〝
粒
マ
ス
タ
ー
ド
安

次
嶺
〟
の
原
点
で
あ
り
、
現
在
の
活

動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
顔

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

Shu Ashim
ine

　
バ
ン
ド
は
メ
ン
バ
ー
が
30
歳
に

な
る
の
を
機
に
解
散
。
友
人
ら
が

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
や
家
庭
を
持
つ
姿

を
見
た
安
次
嶺
さ
ん
は
、
自
分
も

何
か
始
め
よ
う
と
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
な
ん
と
な
く
描
き
続
け
て
い
た

大
好
き
な
絵
を
本
格
的
に
取
り
組

む
た
め
一
念
発
起
。
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
〝S

h
u

 A
sh

im
in

e

〟
と

し
て
絵
を
描
き
始
め
ま
す
。

　
そ
の
後
結
婚
、
奥
さ
ん
の
妊
娠
を

き
っ
か
け
に
〝
マ
マ
の
た
め
の
絵

本
〟
を
制
作
し
ま
す
。17
年
10
月
に

出
版
し
た
自
身
初
と
な
る
本
の
タ

イ
ト
ル
は
『L

ittle
 n

e
w

 life

（
新

し
い
生
命
）』。産
道
を
通
っ
て
子
ど

も
が
お
母
さ
ん
に
会
い
に
い
く
と
い

う
物
語
で
す
。「
妻
が
初
め
て
の
妊
娠

の
と
き
、
子
ど
も
と
会
え
る
期
待
も

あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
側
に
い

て
不
安
な
の
が
伝
わ
り
ま
し
た
。だ

か
ら
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
お
母
さ
ん

た
ち
が
、
子
ど
も
が
お
な
か
の
中
で

頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
私
も
頑
張
る

と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
ら
い
い

な
」
と
安
次
嶺
さ
ん
は
本
へ
の
想
い

を
語
り
ま
す
。奥
さ
ん
か
ら
母
親
目

線
の
気
持
ち
を
聞
き
な
が
ら
作
り
上

げ
た
本
は
セ
リ
フ
だ
け
の
シ
ン
プ
ル

な
も
の
。本
を
手
に
し
た
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
出
産
経
験
か
ら
感
じ
た
事
を

付
け
加
え
て
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
妊
婦
さ
ん
や
育
児
に
励
む
お

母
さ
ん
、
教
育
者
な
ど
か
ら
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。

「
見
て
く
れ
る
人
が
い
て

成
り
立
つ
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
人
の
心
を
動
か
し
た
い
」

 

　
安
次
嶺
さ
ん
の
目
標
は
今
の
活
動

たくさんの作品が並ぶ昨年開催の個展会場
個展でも注目を集めた『Little new life』の原画展示
家族の披露宴でダンスパフォーマンス　

絵
と
ダ
ン
ス
、

同
じ
表
現
の
舞
台
で
挑
む

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
す
。イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
も
ダ
ン
サ
ー
も
決
し

て
安
定
し
た
職
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
不
安
は
な
い
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

「
絵
も
ダ
ン
ス
も
一
生
懸
命
に
や
っ

て
い
る
自
分
が
い
る
か
ら
、
不
安
に

思
い
ま
せ
ん
。後
の
こ
と
を
考
え
て

何
も
や
ら
な
い
よ
り
は
、〝
今
を
生

き
る
〟
と
思
え
ば
何
で
も
で
き
ま

す
」
と
語
る
安
次
嶺
さ
ん
。今
後
は
、

ダ
ン
ス
で
多
く
の
人
に
笑
顔
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
、『L

ittle
 n

e
w

 

life

』
を
超
え
る
よ
う
な
作
品
を
作

る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
と
意
気
込

み
ま
す
。

　
最
大
限
に
自
分
の
世
界
観
が
表
現

で
き
る
絵
と
ダ
ン
ス
で
、
人
の
心
を

前
向
き
な
気
持
ち
に
動
か
し
た
い
と

願
う
安
次
嶺
さ
ん
は
、
全
国
各
地
を

め
ぐ
り
、
表
現
を
通
し
て
そ
の
思
い

を
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
赤
い
レ
ー
ス
付
き
タ
ン
ク
ト
ッ

プ
に
黒
ス
パ
ッ
ツ
姿
が
印
象
的
な

パ
ー
テ
ィ
ー
ダ
ン
サ
ー
、〝
粒
マ
ス

タ
ー
ド
安
次
嶺
〟
こ
と
安
次
嶺
周

さ
ん
（
37
）。結
婚
式
の
余
興
や
イ
ベ

ン
ト
、
ラ
イ
ブ
な
ど
に
出
演
し
、
沖

縄
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　「
そ
も
そ
も
ハ
ー
ト
は
そ
ん
な
に

強
く
な
い
し
、
本
番
前
は
い
つ
も
ソ

ワ
ソ
ワ
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
安
次

嶺
さ
ん
の
転
機
は
、
2
0
0
2
年
に

活
動
を
始
め
た
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン

ド
〝N

E
W

 T
O

W
N

E
R

〟
で
ラ
ッ

プ
担
当
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
。恥

ず
か
し
さ
か
ら
自
分
の
殻
を
破
る

こ
の
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
の
は

「
そ
り
ゃ
も
う
完
全
に
好
き
な
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
」

યᓎ௹ǤȢが
֝ΰしǮỞቊ

ǅロㄊㄕㄕㄍㄆチㄏㄆㄘチㄍㄊㄇㄆǆ
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月曜日～金曜日10時55分～“FM21”76.8MHzでラジオ広報「浦添市役所だより」絶賛放送中！！

税
金
・
保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

問 

国
民
健
康
保
険
課　

給
付
係

☎  

内
線
３
７
２
３

　

次
の
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
に
該

当
す
る
被
保
険
者
は
、
国
民
健
康

保
険
課
窓
口
で
保
険
証
の
更
新
が

必
要
で
す
。

①
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
7
期
ま
で
を
平
成
30
年
1
月
31

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
の
被
保
険
者
（
た
だ
し
、
平
成

12
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
被

保
険
者
は
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
）。

②
修
学
特
例
（
○学
）
ま
た
は
遠
隔
地

（
○遠
）
の
被
保
険
者
。

※
更
新
に
必
要
な
物
は
、
２
月
中

旬
頃
に
通
知
す
る
は
が
き
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
滞
納
が
あ
る
世
帯
は
、
更
新
の

際
に
納
税
相
談
が
必
要
で
す
。

　

指
定
の
日
に
来
庁
で
き
な
い
場

合
は
、
必
ず
3
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
、
②
以
外
の
被
保
険
者
は
、

4
月
1
日
（
日
）
か
ら
有
効
の
新

し
い
保
険
証
を
2
月
中
旬
頃
か
ら

郵
送
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午

前
11
時
30
分
、
午
後
1
時
〜
午
後

4
時
30
分

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

３
月
・
４
月
は
市
民
課
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
〜
休
日
窓

口
開
設
の
お
知
ら
せ
〜

問 

市
民
課

☎  

内
線
3
0
6
5
、
3
0
6
6

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

混
雑
の
緩
和
と
平
日
来
庁
で
き

な
い
人
の
た
め
に
休
日
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

日
時　

３
月
25
日
（
日
）・
４
月

１
日
（
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午

前
11
時
30
分
、
午
後
1
時
15
分
～

午
後
4
時
30
分

対
象
と
な
る
手
続　

主
に
住
民
票

等
の
証
明
書
の
交
付
や
住
民
異
動

届
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
2
1
2

①
ご
み
は
収
集
日
の
当
日
、
朝
８

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収

集
車
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
合
わ
せ
て

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
度
し
か
回
り
ま
せ
ん
の
で
、
出

し
遅
れ
た
場
合
収
集
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
収
集
は
戸
別
収
集
で
す
。
自
宅

の
門
口
前
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
車
が
入
ら
な
い
路
地
に
面
し

て
い
る
場
合
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
も
、
ご
み
分
別
の
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
、
ご
家
族
の
み

な
さ
ん
を
お
手
伝
い
し
ま
す
！

問 

福
祉
給
付
課　

障
が
い
者

（
児
）
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎  

内
線
３
５
６
8
、
3
5
6
9

障
が
い
者
（
児
）
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
の
種
類

や
年
齢
を
問
わ
ず
、
障
が
い
の
あ

る
人
と
そ
の
家
族
、
ま
た
は
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
支
援
を
提

供
し
て
い
る
関
係
機
関
か
ら
の

様
々
な
相
談
に
対
応
し
、
一
緒
に

解
決
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

不
安
や
心
配
が
あ
る
人
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
役
所
３
階
（
福
祉
給
付

課
内
）

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者（
児
）

お
よ
び
、
そ
の
関
係
者

費
用　
無
料

き
こ
え
の
サ
ポ
ー
ト
講
座
（
要

約
筆
記
）
受
講
生
募
集

問 

浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎   

（
8
7
7
）
8
2
2
6

日
時　
２
月
13
日
〜
３
月
13
日（
全

５
回
、
毎
週
火
曜
日
）
午
後
７
時

〜
午
後
９
時

場
所　

浦
添
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階　

中
研
修
室

費
用　

３
５
０
円
（
保
険
代
）

定
員　

40
人

募
集
期
間　

２
月
１
日
（
木
）
〜

９
日
（
金
）

子
育
て
・
教
育

こ
ど
も
の
入
院
医
療
費
助
成
は

「
中
学
校
修
了
前
ま
で
」
対

象
で
す

問 

児
童
家
庭
課

☎  

内
線
3
6
1
4

　

入
院
医
療
費
助
成
は
、
０
歳
か

ら
中
学
校
修
了
前
ま
で
が
対
象
で

す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

児
童
家
庭
課
窓
口
で
助
成
金
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
こ
ど
も
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
入
院
時
の
領
収
書

・
保
護
者
の
普
通
預
金
通
帳

・
受
給
資
格
者
証
（
交
付
を
受
け
て

い
る
人
の
み
）

領
収
書
の
申
請
期
限　

　

診
療
し
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算

し
て
１
年
以
内
で
す
。
な
お
、
診

療
し
た
月
の
翌
月
以
降
に
申
請
可

能
で
す
。

※
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
こ
ど

も
の
負
傷
等
に
対
し
て
、
独
立
行

政
法
人
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

法
に
よ
る
給
付
に
該
当
す
る
場
合

は
助
成
対
象
外
で
す
。

こ
ど
も
医
療
費
の
貸
付
制
度

問 

児
童
家
庭
課

☎  

内
線
3
6
1
4

　

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が

困
難
な
人
に
対
し
て
支
払
金
を
貸
し

付
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す

る
に
は
、
貸
付
資
格
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

認知症初期集中支援
チーム活動中！　

　認知症が疑われるが、病院受診していない人や治療を中
断している人、また認知症の症状に困っている人に対して、
家庭訪問を行い、ご本人に合った医療や介護サービス・生
活支援へつなぐ初期支援を行っています。ご相談は、お住ま
いの地域（日常生活圏域）を担当する地域包括支援センター
へお気軽にご連絡ください。

地域包括支援センターさっとん
☎（877）3103

【浦添中学校区】

地域包括支援センター「仁」
☎（917）2268

【仲西中学校区】

地域包括支援センターゆいまぁる
☎（917）5320

【浦西中学校区】

地域包括支援センターみなとん
☎（876）3710

【港川中学校区】

地域包括支援センターてぃだ
☎（870）0150

【神森中学校区】

【問い合わせ】 地域支援課  支援センター係（内線3543）

まずは           ください！ご相談
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申告しないと困ることがあります！

昨年の所得が給与のみで、勤務先
で年末調整がされており、勤務先
から浦添市役所へ給与支払報告
書の提出がされていますか？

平成３０年１月１日現在、浦添市に
居住していますか？

平成３０年１月１日に居住していた市
町村へ問い合わせください。

確定申告をする人は、市役所で市・
県民税申告の必要はありません。

いいえ

平成２９年中（H29.1.1～H29.
12.31）に収入がありましたか？

無収入であるという申告をしてくだ
さい。年末調整や申告によってご家
族の扶養に入っている人は、申告の
必要はありません。
※ただし、市外居住者に扶養されている場合は申告が
必要です。

※失業保険、労災保険、生活保護費、遺族年
金、障害年金等は収入に含まれません。

※公的年金等の収入金額が４００万円を超える人は、所
得税の確定申告が必要です。

いいえ

は
い

農業所得・営業所得・不動産所
得・給与所得等について、税務
署へ所得税の確定申告書を提出
していますか？

はい

は
い

昨年の所得が公的年金等の収入
のみでしたか？

い
い
え

い
い
え

い
い
え

申告の必要はありません。
※ただし、扶養親族の追加、社会保険料控除等の諸控
除を受ける人は、確定申告または市・県民税の申告が
必要です。

※新規の事業（営業）を立ち上げた人・新規の不
動産所得（アパート収入等）・譲渡所得のある人、
青色申告の人は、税務署の確定申告会場（結の街）
で申告してください。

浦添市役所で市・県民税の申告は
必要ありません。
※ただし、市・県民税における扶養親族の追加、社会
保険料控除等の控除を変更、または新たに受ける際
は、申告する必要があります。

はい

はい

❶ 申告書

❷ 印かん（認印可）
❸ マイナンバーカードまたは
　　マイナンバー通知カード＋
　運転免許証などの
　本人確認書類

❹平成29年中の収入・経費を
　証明するもの

❺諸控除を受ける際の書類

※届いていない場合は、市民税課窓口
または申告会場で配布

※扶養親族がいる場合は被扶養者の
マイナンバーも必要です。

※給与や年金の源泉徴収票、給与証明書、
事業者の収入支出帳簿、経費の領収書等

ア . 社会保険料の領収書または
　　支払証明書
イ. 生命保険料・地震保険料の
　　控除証明書
ウ . 医療費の領収書、医療費のお知らせ等
　　 ア～ウの３点は、平成29年中に
　　 支払ったものが対象
エ . 障害者手帳、学生証
オ . 障害者控除対象者認定書
　　 65 歳以上で要介護者。
　　 介護保険課で発行
カ . 扶養親族が海外にお住まいの場合は
　　親族関係書類、送金関係書類
キ .その他内容を確認する際に必要と
　　思われるもの

（ )

（ )

申告に必要な書類等

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施
行に伴い、申告書にマイナンバーの記載が必要
になります。個人番号が記載された申告書を提
出する場合は、番号法の規定に基づき、本人確認
が必要です。

● 所得証明書（児童手当や公営住宅の入居に必要）などの発行ができない。
● 国民健康保険税、高額医療費の自己負担額軽減措置が受けられない。
● 国民年金の免除申請ができない。…など不利益を受ける場合があります。
3 月15日（木）を過ぎると、次回は6月1日（金）から受付開始となります。

私は、市役所での申告が必要なの？
確定申告と住民税の申告は違うの？

ここで
チェック！

２月16日（金
）から

《場所》 市役所９階
《期間》2月16日（金）～3月15日（木）
　　　　※3月4日（日）、11日（日）は休日受付を行います。

　　　　　　

浦添市役所で申告が必要です。

※混雑状況により早めに受付終了する場合があります。
あらかじめご了承ください。

駐
車
場
や
周
辺
道
路
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

月
平成30年度

市・県民税および
国民健康保険税
申告受付が始まります。

期間終盤は大変混み合います！申告はお早めに！

《時間》 平日/午前９時～午前11時30分
　　　 　　 午後１時～ 午後４時

市民税課 慶留間 俊行

申告はお早めに！

９時～午前11時30分

慶留間 俊行

申告はお早めに！

慶留間 俊行
け る ま としゆき

ま　だんばし ながよしま
市民税課

真玉橋 長義
むら　た　　しんだい
市民税課

村田 新大

【問い合わせ】市民税課（内線 2215）
ご不明な点がございましたら、2月15日（木）までに
問い合わせください。申告期間中は電話がつながり
にくくご迷惑をおかけします。ご理解ください。
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☎ጋ೙Ή᰷チ֞ڇဢ⠅Ǻ⬄ǨȚǙުい۰ȞǪは、ᄙ⢳ܝ౺ ☎ጋ೙Ή᰷チ֞ڇဢ⠅Ǻ⬄ǨȚǙުい۰ȞǪは、ᄙ⢳ܝ౺996-3356 996-3356

2018 年 2 月⿀日 2018 年 2 月⿀日

■平成 29 年度「国民健康保険税」および「後期高齢者医療保険料」の納期限について
平成29年度『国民健康保険税』および『後期高齢者医療保険料』第8期の納期限は2月28日（水）です。納付忘れにご注意ください。
国民健康保険課第 2 係（内線 3717～ 3722）　長寿いきいき係（内線 3712）

⤴
ɿ
۰
ޙ
⤴
、
ᘟ
ᚊ
ల
܌
ভ
Ᏹ
ࡐ
、

ᘟ
ᚊ
ల
ɀ
ゞ
ɓ
Ȫ
܌
ভ
Ᏹ
ࡐ
、
ᘟ

ᚊ
ల
ᕡ
۰
ޙ
ࡐ
、
ᘟ
ᚊ
ଦ
年
ଦ
্

۰
ޙ
ࡐ
、
᥷
ᥱ
̰
響
Ᏹ
ࡐ

日
時　

⿁
月
24
ᅠ
（
ࡽ
）
⫳
演
٨

後
⿅
時
30
分
（
⫳
ई
٨
後
⿅
時
）

場
所　

て
だ
こ
ɣ
ー
ル
大
ɣ
ー
ル

費
用　

ᠪ
ᄦ

う
ち
な
ー
ぐ
ち
ガ
イ
ド
と
行
く

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
尚
寧
王
」
を

た
ず
ね
て　

参
加
者
募
集
！

問 

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業

実
行
委
員
会　
事
務
局（
文
化
課
内
）

☎  

内
線
6
2
1
2

　

1
月
27
ᅠ
、
28
ᅠ
ી
ᅄ
さ
れ
た

ɧ
ゞ
ー
ɀ
ȳ
ル
「
ଯ
ૼ
᤽
」
に
ま
つ

わ
る
ᄙ
ك
⛥
を
一
Ἐ
に
散
ᵾ
し
ま

せ
ん
か
。

日
時　

2
月
17
ᅠ
（
ࡽ
）　

٨
前
8

時
ۅ
付
（
٨
前
9
時
出
発
タ
ᓺ
٨

ẹ
̒
̔
定
）

コ
ー
ス　

ᘟ
ᚊ
よ
う
ど
れ
タ
⾇
ᱨ

ଏ
❽
タ
ᘟ
ᚊ
家
୐
ⴆ
❽
タ
ト
゙
ン

タ
ᘟ
ᚊ
ࣉ
前
の
᯦
タ
経
झ
の
᯦
タ

安
ᗢ
∇
ᑼ
タ
ᘟ
ᚊ
ȸ
ス
ク
ɿ
よ
う

ど
れ
ⴆ
（
Ȼ
ー
ス
は
ং
ሠ
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

場
所　

ᘟ
ᚊ
ȸ
ス
ク
ɿ
よ
う
ど
れ

ⴆ
前
⮥
۰　

ø
ତ
⮾
決
⒅

対
象　

ତ
ક
3
年
生
ͨ
上
（
ତ
ક

生
は
Є
⚘
者
۴
Β
）

費
用　

ᠪ
ᄦ

定
員　

40
人 

（
Ӟ
着
ⱽ
）

持
ち
物　

ⳟ
み
物
ᵱ　

各
自
持
ڹ

申
し
込
み　

2
月
16
ᅠ
（
⦘
）
٨
後

4
時
ま
で　

ᘟ
ᚊ
ȸ
ス
ク
ɿ
よ
う

ど
れ
ⴆ

☎
（
ベ
ヘ
フ
）
ペ
ピ
フ
ブ

ø
月
ሓ
Έ
ⴆ

「
前
田
高
地
の
戦
跡
巡
り
」

参
加
者
募
集

問 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館

☎  

（
8
7
4
）
9
3
4
5

　

ḗ
ᆉ
ᨋ
「
ハ
ク
ソ
ー
ɿ
リ
ッ
ɀ
」

の
༦
い
の
ई
ཀ
と
な
っ
た
前
ᨀ
ⶲ

地
（
ᘟ
ᚊ
ȸ
ス
ク
）
に
ᔞ
る
༦
❽

を
う
ら
お
そ
い
ᔇ
۠
ȴ
イ
ド
が
ጣ

ԑ
し
ま
す
。

コ
ー
ス　

ᘟ
݅
の
ग
ɿ
デ
ィ
ー
ȸ

ȴ
マ
ɿ
ᘟ
ᚊ
ȸ
ス
ク
ⱹ
上
ɿ
前
ᨀ

ⶲ
地
౪
݅
˴
᯦
ɿ
ワ
ȳ
リ
ɀ
ー
（
᠋

ቁ
஀
）ɿ
前
ᨀ
の
ྪ
ཀ
ɿ
ᾫ
◉
॥
ɿ

̊
パ
ン
॥
ɿ
ク
ɉ
ȸ
゗
ー
ȴ
マ

ø
全
⒅
Ღ
⿁
シ⿅
キ
ɵ
、
起
Ά
あ
り

日
時　

⿂
月
11
ᅠ
（
ᅠ
）
٨
前
⿇

時
30
分
タ
٨
前
⿈
時
ۅ
付
（
٨
前

⿈
時
15
分
出
発
、
ᓺ
٨
ẹ
̒
̔
定
）

集
۰
場
所　

ᘟ
ᚊ
ȸ
ス
ク
ɿ
よ
う

ど
れ
ⴆ

対
象　

ତ
ક
生
ͨ
上
（
た
だ
し
、

ତ
ક
生
は
Є
⚘
者
۴
Β
）

費
用　

大
人
ɿ
子
ど
も
と
も
に
⿀

人
⿂
⾿
⾿
Ԓ
（
✇
ᄦ
ͦ
ɿ
Є
⭨
ᄦ
）

募
集
͆
ᄋ　

50
人

募
集
期
間　

⿁
月
13
ᅠ
（
៥
）
タ

⿂
月
⿃
ᅠ
（
ᅠ
）
ø
Ӟ
着
ⱽ

申
し
込
み　

⯍
話
で
ᨃ
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ø
月
ሓ
Έ
ⴆ

平
成
30
年
度
学
校
体
育
施
設

開
放
事
業
・
一
般
利
用
団
体

募
集

問 

社
会
体
育
課

☎  

内
線
6
1
6
3　
　
　
　
　

　

ତ
中
ક
ገ
の
Χ
育
ᅄ
▚
を
঑
⫻

に
一
ⅺ
⫳
ყ
し
て
い
ま
す
。

期
間　

4
月
中
ᅧ
タ
౪
༔
31
年
3

月
31
ᅠ
（
ᅠ
）
ø
ᕃ
月
1
ᅠ
と
ᅠ

ሓ
ᅠ
、
᱋
ᅠ
を
⭒
く
。

時
間　

٨
後
⿆
時
30
分
タ
٨
後
10

時
（
ᛡ
ѿ
ᢨ
付
け
܅
む
）
ø
⫳
ყ

時
⫻
は
ક
ገ
に
よ
っ
て
ᨵ
な
り
ま

す
。
期
⫻
ԑ
は
ᣀ
定
ገ
の
ᣀ
定
ሓ

ᅠ
を
1
年
⫻
π
᧸
で
き
ま
す
。
͙

ࡐ
Χ
と
స
ሿ
が
⦔
⓹
し
た
ई
۰
は
、

☈
ᄏ
ɿ
ྎ
⣹
と
な
り
ま
す
。

場
所　

ల
ԑ
各
Ӹ
立
ତ
中
ક
ገ
の

Χ
育
ⴆ
ɿ
⣌
動
ई
ɿ
テ
ɓ
ス
Ȼ
ー
ト

ᄦ
⦘　

Χ
育
ⴆ
1
時
⫻
フ
ベ
0
Ԓ
、

⣌
動
ई
1
時
⫻
ブ
ペ
0
Ԓ
、
テ
ɓ

ス
Ȼ
ー
ト
1
時
⫻
2
フ
0
Ԓ
（
各

ᅄ
▚
全
面
ᄦ
⦘
）
ø
Χ
育
ⴆ
ɿ
⣌

動
ई
を
⿁
ࡐ
Χ
で
π
᧸
す
る
ई
۰

は
、
π
᧸
ᄦ
は
ླྀ
٪
と
な
り
ま
す
。

対
象　

ల
ԑ
在
Σ
ま
た
は
ల
ԑ
に

在
أ
し
て
い
る
、
20
歳
ͨ
上
の
人
。

申
し
込
み　

ࡐ
Χ
᫙
⩜
ᨃ
☔
ሤ
ᵱ

（
᰷
会
Χ
育
☁
で
⥎
ళ
、
ま
た
は
ల

ɣ
ー
ɨ
ɢ
ー
ɀ
で
ダ
Ȯ
ン
ɵ
ー
ド
）

を
᳷
ۑ
に
ံ
出
。

ø
ョ
モ
ヹ
、
⤶
Ϫ
不
۝
。

募
集
期
間　

2
月
28
ᅠ
（
水
）
٨

後
⿄
時
ま
でそ

の
他

市
役
所
駐
車
場
の
混
雑

問 

財
産
管
理
課

☎  

内
線
2
0
1
4
、
2
0
1
7

　

⿁
月
か
ら
⿃
月
に
か
け
て
ⵂ
⟥

ई
ڽ
Ȃ
周
⡙
道
➇
の
ᚆ
⮰
が
̔
想
さ

れ
ま
す
。
時
⫻
に
余
ⓖ
を
も
っ
て
お

❟
し
い
た
だ
く
か
、
で
き
る
だ
け
Ӹ

ӽ
̰
通
機
⬄
ᵱ
を
ǣ
֐
᧸
く
だ
さ
い
。

ⵂ
⟥
ई
の
一
╒
ᵱ
は
、
ల
ɣ
ー
ɨ

ɢ
ー
ɀ
を
ǣ
╒
く
だ
さ
い
。

第
１
回
浦
添
市
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
開
発
セ
ミ
ナ
ー　
　

ア
ジ

ア
を
リ
ー
ド
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

～
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

切
り
拓
く
沖
縄
の
未
来
～

問 

浦
添
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
株

式
会
社

☎  

（
８
９
４
）
８
９
６
２

　　

世
界
を
ͦ
表
す
る
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
⫳
発
の
ᵥ
一
人
者
と
事
業
ဝ

⢳
者
に
よ
る
♠
演

日
時　

4
月
21
ᅠ
（
ࡽ
）
٨
後
⿀

時
タ
٨
後
⿃
時
45
分

場
所　

て
だ
こ
ɣ
ー
ル
大
ɣ
ー
ル

対
象　

Ӟ
⢳
的
な
ま
ち
Ǵ
く
り
に

興
ܬ
が
あ
る
人

費
用　

入
ई
ᠪ
ᄦ

定
員　

٣
人

申
し
込
み　

ᘟ
ᚊ
分
散
ࢪ
Ȱ
ɕ
ル

ȶ
ー
ጋ
式
会
᰷
ɣ
ー
ɨ
ɢ
ー
ɀ
か

ら
අ
؞
。
අ
؞
者
多
ᄋ
の
ई
۰
、
ྎ

⣹
で
す
。

ㄉㄕㄕㄑホババ
ㄘ
ㄘ
ㄘハㄖㄓ㄂ㄔㄐㄆノㄆㄏㄆㄓㄈㄚハ㄄ㄐ

ㄎ

第
23
回
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

浦
添
支
店
農
協
ま
つ
り

問 

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
浦
添
支
店

☎  

（
８
７
８
）
６
５
５
２

　

⡕
業
に
ଓ
す
る
ᥴ
解
を
 
め
、

⿙
⿐
の
ઇ
在
を
よ
り
身
⡨
に
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、　

⡕
産

物
や
ጨ
⬄
⢪
ަ
品
の
⛩
ॹ
、
お
笑

い
↾
人
ᵱ
の
舞
台
イ
ベ
ン
ト
や
ྎ

⣹
会
ᵱ
を
⫳
ҁ
し
ま
す
。
᫤
さ
ん

の
ǣ
ቻ
ई
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
外
と
な
る
ٛ
᪭
費　

　

Є
⭨
ঋ
▧
᪭
、
入
⭐
時
Ⳓ
事
᪭

ⳬ
⛻
、
⣹
定
᪭
ⳬ
⛻
ᵱ
は
ᩰ
⭐
᳷

ۑ
で
ნ
ཌ
う
ർ
┶
が
あ
り
ま
す
。

ø
౪
༔
28
年
10
月
ۅ
▧
分
か
ら
ଓ
象
。

児
童
手
当
の
支
給

問 

児
童
家
庭
課　

児
童
係

☎  

内
線
3
6
1
7
、
3
6
1
8

　

児
ᴱ
手
当
の
ნ
Ổ
は
2
月
9
ᅠ

（
⦘
）
で
す
。
2
月
期
の
࿑
込
み
は
、

౪
༔
29
年
10
月
分
か
ら
౪
༔
30
年

1
月
分
ま
で
を
ნ
Ổ
し
ま
す
。

て
だ
こ
市
民
大
学
８
期
生

卒
業
研
究
発
表
会

問 

生
涯
学
習
振
興
課　

☎  

内
線
6
0
6
4

　

て
だ
こ
ల
ᕡ
大
ક
で
の
⿁
年
⫻

の
ક
Ȃ
の
༔
እ
や
ٲ
業
後
の
地
ࣕ

で
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

日
時　

⿁
月
24
ᅠ
（
ࡽ
）
٨
後
⿁

時
30
分
タ
٨
後
⿃
時
30
分

場
所　

中
ঞ
Ӹ
ᕡ
ⴆ
⿂
⭵

ƛ
て
だ
こ
ల
ᕡ
大
ક
ٲ
業
式

日
時　

⿂
月
10
ᅠ
（
ࡽ
）
٨
後
3
時

〜
٨
後
5
時

場
所　

中
ঞ
Ӹ
ᕡ
ⴆ
⿂
⭵

平
成
29
年
度

浦
添
市
社
会
教
育
研
究
大
会

問 
生
涯
学
習
振
興
課

☎  
内
線
6
0
6
2

　

地
ࣕ
や
ક
ገ
で
の
ɤ
ラ
ン
テ
ィ

Ȫ
ી
➍
活
動
を
聞
い
て
、
あ
な
た

の
力
を
ま
ち
Ǵ
く
り
に
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
⿎

日
時　

⿁
月
23
ᅠ
（
⦘
）
٨
後
⿁
時
タ

場
所　

中
ঞ
Ӹ
ᕡ
ⴆ
⿂
⭵
大
ɣ
ー
ル

費
用　

ᠪ
ᄦ

申
し
込
み　

生
ᙆ
ક
‒
࿑
興
☁

あ
な
た
に
伝
え
た
い
市
民
講
座

〈
全
５
回
〉
第
5
回
「
思
春
期

だ
っ
て
こ
わ
く
な
い
！
子
育
て

に
生
か
す
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
」

問 

生
涯
学
習
振
興
課

☎  

内
線
6
0
6
2

　

思
ᆎ
期
の
子
育
て
に
生
か
す
、
ඣ

り
と
向
き
۰
う
心
の
Ȼ
ン
ト
ɵ
ー

ル
ᗕ
を
ક
ん
で
み
ま
せ
ん
か
⿎

講
師　

᱌
Є 

し
げ
み 

ᕟ
（
ス
ク
ー

ル
ȳ
Ȯ
ン
セ
ラ
ー
）

日
時　

2
月
23
ᅠ
（
⦘
）
٨
後
7

時
タ
٨
後
9
時

場
所　

中
ঞ
Ӹ
ᕡ
ⴆ
3
⭵
ɣ
ー
ル

対
象　

ల
ԑ
在
Σ
ɿ
在
أ
の
人

申
し
込
み　

⯍
話
ま
た
は
生
ᙆ
ક

‒
࿑
興
☁
᳷
ۑ
で
ᨃ
し
込
み　

参
加
費　

ᠪ
ᄦ

平
成
30
年
度
浦
添
市
て
だ
こ

学
園
大
学
院
生
候
補
者
募
集

問 

浦
添
市
て
だ
こ
学
園
大
学
院

事
務
局

☎  

（
８
７
５
）
１
１
６
４

ӱ
ક
✇
጗　

市
内
在
住
の
人
で
お

お
む
ね
60
歳
以
上

Ⲭ
書
⥎
ళ　

⿂
月
⿀
ᅠ
（
ቆ
）
タ

30
ᅠ
（
⦘
）

Ⲭ
書
ۅ
付　

⿃
月
⿁
ᅠ
（
月
）
タ

27
ᅠ
（
⦘
）

Ⲭ
書
ံ
出
Ӟ　

ᘟ
ᚊ
ల
て
だ
こ
ક

ࡰ
大
ક
⭐
事
ؘ
ୋ
（
中
ঞ
Ӹ
ᕡ
ⴆ

⿁
⭵
）

定
員　

45
人
（
ᨃ
込
者
が
定
員
を

超
え
た
ई
۰
は
ྎ
⣹
）

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
i
n
浦
西
公
民
館

問 

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
文
化
課
内
）

☎  

内
線
6
2
1
1

　

プ
ɵ
の
Ɱ
Ᏹ
家
が
ల
ԑ
自
ᗁ
会

を
ま
わ
る
Ȼ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
身

⡨
な
Ӹ
ᕡ
ⴆ
で
ả
ᄐ
な
ク
ラ
シ
ッ

ク
Ɱ
Ᏹ
を
お
Ᏹ
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

⿁
月
18
ᅠ
（
ᅠ
）
٨
後
⿆

時
⫳
演
（
⫳
ई
٨
後
⿅
時
30
分
）

場
所　

ᘟ
┴
Ӹ
ᕡ
ⴆ

費
用　

ᠪ
ᄦ

出
演　

⬽
ᗢ
ጔ 

ᨁ
ẃ
ɿ
大
௔ 

ሱ
ẃ

（
ɼ
゗
イ
オ
リ
ン
）、
᤻
 ࣉ

ᨁ
֐
子

（
ɜ
Ȫ
ɖ
）

浦
添
市
民
音
楽
祭
２
０
１
８

問 

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業

実
行
委
員
会
（
文
化
課
内
）

☎  

内
線
6
2
1
1

　

ᵥ
一
⤴
「
ᵥ
⿃
ࡋ
ᘟ
ᚊ
ల
ତ
中

ક
生
Ɱ
Ᏹ
Ȼ
ン
ク
ー
ル
」
ȸ
ラ
ン

プ
リ
ۅ
✘
者
と
、
ల
ԑ
で
活
動
す

る
Ɱ
Ᏹ
ࡐ
Χ
に
よ
る
演
ভ
。

　

ᵥ
̘
⤴
オ
ー
ȹ
ス
ト
ラ
で
Ấ
ぐ

沖
縄
ᕡ
話
の
読
み
聞
か
せ
Ȼ
ン

サ
ー
ト
『
経
झ
の
᯦
ᄙ
と
ɉ
ョ
ー
ɉ

ȳ
ɉ
ョ
ー
ɉ
ȳ
』、
会
ई
全
員
で
ᓧ

う
Ȼ
ー
ɒ
ー
「
み
ん
な
で
ᓧ
お
う
」

出
演　

ૈ
ࣉ
ତ
ક
ገ
リ
Ȼ
ー
ダ
ー
Ȫ

ン
サ
ン
ブ
ル
、
᱌
᎓
中
ક
ገ
܌
ভ
Ᏹ

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

ƝٲᏡᮾ᳣
᫘⒙Ή

ƝٲᏡ೙

▲Ɂマーɐ
シティɃɧɒー
ホームページ

※年少児（３歳児）は定員に達した為、２次募集はありません。
※年中児の定員の空き状況については、各幼稚園へ問い合わせください。

● 年長児（５歳児）全園実施
● 年中児（４歳児）若干名 ※定員に空きのある園のみ　

※仲西幼稚園は、平成30年度から認定こども園へ移行します。
認定こども園の募集有無については、保育課へ問い合わせください。

浦添市立小学校区域に準ずる。

市町村民税の所得割課税額に応じて応能負担。
月額５千円／日額３５０円
月額２千円／日額２００円

※弁当日（火・木）は午前８時15分～午後２時　
①宮城幼・沢岻幼……【平日】午前８時15分～午後０時15分

② 浦添幼・神森幼・浦城幼・牧港幼・当山幼・内間幼・港川幼・
　　前田幼（給食実施園）……４月～給食開始時期までは①と同様。
　給食開始時期（５月頃）から午前８時 15分～午後２時（弁当日含む）
預り保育 幼稚園の教育課程に係る教育時間の終了後から午後６時まで
延長保育 午後６時～午後７時

期　　日 平成30年２月１日（木）～28日（水）
場　　所

保 育 料
預かり保育料
延長保育料

各幼稚園

年長児
年中児 ３月中旬に内定の可否を通知

面談と同時に入園決定

※面談は事前に幼稚園へ連絡後、該当幼児同伴でお願いします。
※募集ハガキがない場合は、先に学校教育課で交付を受けてください。

浦添市立幼稚園園児2次募集　
実
施
園
と

募
集
人
員

入
園

区
域

　

保
育
時
間

入
園
書
類

配
布
受
付

就
園
可

否
決
定

幼
稚
園

使
用
料

内線6512

※入園書類は、学校教育課、各幼稚園、市ホームページからダウンロードできます。
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2018 年 2 月⿀日 2018 年 2 月⿀日

浦添市役所（代）☎（876）1234問 問い合わせ先　☎　電話番号

Ἦ
集
ൖ
▉

日
時　

ŋ
⿁
月
10
ᅠ
（
ࡽ
）

٨
前
10
時
タ
٨
後
⿄
時

②
⿁
月
11
ᅠ
（
ᅠ
）

٨
前
⿈
時
タ
٨
後
⿃
時

場
所　

⿙
⿐
お
き
な
わ
ᘟ
ᚊ
ნ
ಅ

ڽ
Ȃ
周
⡙
ᅄ
▚

シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ

草
木
染
め
体
験
講
座

問 

浦
添
市
養
蚕
絹
織
物
施
設
サ

ン
・
シ
ル
ク
管
理
事
務
所

☎  

（
９
４
３
）
３
４
６
９

　

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ɀ
ɒ
ル
の

手
ዓ
め
ス
ȳ
ー
フ
を
大
切
な
人
に

プ
レ
Ʉ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
⿎

日
時　

⿁
月
11
ᅠ
（
ᅠ
）

ŋ
٨
前
の
⤴　

٨
前
⿈
時
タ
ᓺ
٨

Ō
٨
後
の
⤴　

٨
後
⿀
時
タ
٨
後

⿃
時

場
所　

ᘟ
ᚊ
ల
ⳬ
⎱
Ợ
ό
物
ᅄ
▚

サ
ン
ɿ
シ
ル
ク
⿁
⭵

ᄦ
⦘　

⿂
⿄
⾿
⾿
Ԓ

定
員　

ŋ
Ō
と
も
に
15
人
ず
つ

申
し
込
み　

⯍
話
で
ᨃ
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
┶
事
前
ᨃ
込
）

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

問 

水
道
総
務
課

☎  

内
線
５
１
３
４

　

次
の
と
お
り
入
ቋ
ڹ
加
✇
格
審
査

ᨃ
☔
ሤ
の
⥎
ళ
ڽ
Ȃ
ۅ
付
を
し
ま
す
。

Ʀ
⦖
ᕮ
器
ス
ク
ラ
ッ
プ
ॹ
ڋ
業
ؘ

申
し
込
み　

ᨃ
☔
ሤ
（
水
道
ἕ
ؘ

☁
᳷
ۑ
で
⥎
ళ
、
ま
た
は
ల
ɣ
ー

ɨ
ɢ
ー
ɀ
か
ら
ダ
Ȯ
ン
ɵ
ー
ド
）

を
᳷
ۑ
に
ံ
出
。
ø
⤶
⢌
不
۝

ۅ
付
期
間　

⿂
月
⿀
ᅠ
（
ቆ
）
タ

16
ᅠ
（
⦘
）
ø
新
╄
᫙
⩜
で
ሱ
׼

期
⫻
は
⿀
年
で
す
。

臨
時
職
員
募
集

問 

職
員
課

☎  

内
線
2
0
6
1

募
集
⁬
種
（
ᨇ
্
ɿ
年
⽶
不
ު
）

✇
጗
を
┶
し
な
い
も
の　

一
ⅺ
事

ؘ
ɿ
ક
ገ
事
ؘ
ɿ
ક
ገ
᧸
ؘ
員
ɿ

ೈ
᷂
職
ɿ
ࡽ
ቆ
職

✇
጗
を
┶
Ǩ
る
も
の　

Є
育
ॲ
ɿ

ક
↾
員
ɿ
᰷
会
ᱨ
᰽
ॲ
ɿ
生
活
Є

⚘
ȹ
ー
ス
ワ
ー
ȳ
ー
（
᰷
会
ᱨ
᰽

ॲ
ま
た
は
᰷
会
ᱨ
᰽
˩
事
）ɿ
ཪ
⒈

職
（
ᚬ
⦖
ॲ
ⓝ
ሱ
✇
格
者
、
一
ẝ

ᶩ
క
事
ᅄ
క
ᶩ
ᥴ
ཪ
ృ
ሱ
✇
格
者
）

✃
⦘

　

一
ⅺ
事
ؘ
ɿ
ક
ገ
事
ؘ
ɿ
ક

ገ
᧸
ؘ
員
（
ᅠ
ⲥ
プ
フ
ブ
プ
Ԓ
）、

ೈ
᷂
職
お
よ
Ȃ
ࡽ
ቆ
職
（
✇
格
ᵱ

に
අ
じ
て
決
定
し
ま
す
）、
Є
育

ॲ
（
ᅠ
ⲥ
ペ
0
0
0
Ԓ
、
時
Ổ

ヒ
0
ヘ
ヘ
Ԓ
）、
ક
↾
員
（
ᅠ
ⲥ

プ
ベ
ヒ
ヘ
Ԓ
）、
᰷
会
ᱨ
᰽
ॲ
（
ᅠ

ⲥ
ペ
ピ
ブ
ヒ
Ԓ
）、
᰷
会
ᱨ
᰽
˩

事
（
ᅠ
ⲥ
ヘ
ヒ
ヘ
ペ
Ԓ
）、
ᚬ
⦖

ॲ
ⓝ
（
ᅠ
ⲥ
ヘ
プ
プ
2
Ԓ
）、
一

ẝ
ᶩ
క
事
ᅄ
క
ᶩ
ᥴ
ཪ
ృ
ሱ
✇
格

者
（
ᅠ
ⲥ
ペ
0
2
ペ
Ԓ
）

通
أ
ཆ
ഝ　

ᅠ
ⲥ
⿀
⾿
⾿
Ԓ
（
通

أ
❹
⮼
が
⿁
キ
ɵ
ͨ
上
の
人
）

ͷ
用
期
間　

⿅
か
月
ͨ
ԑ
（
ሠ
新

の
ई
۰
は
最
⫧
⿀
年
）

ۅ
付
期
間　

年
⫻
を
通
し
て
⭶
時

ۅ
付
（
⿃
月
か
ら
の
ͷ
᧸
స
ሿ
者

も
ۅ
け
付
け
て
い
ま
す
）

申
し
込
み　

ᘟ
ᚊ
ల
ⅉ
時
職
員
ͷ

᧸
ᨃ
込
ሤ
に
ർ
┶
事
ⱼ
を
▉
入
、

ԥ
᭙
を
⛼
付
し
、
職
員
☁
人
事
ϭ

へ
ံ
出
ま
た
は
⤶
⢌
し
て
く
だ
さ

い
。（
ᨃ
込
ሤ
は
職
員
☁
で
⥎
ళ

ま
た
は
ɣ
ー
ɨ
ɢ
ー
ɀ
か
ら
も
ダ

Ȯ
ン
ɵ
ー
ド
۝
）

ø
අ
؞
さ
れ
て
も
ᓍ
員
の
ᣞ
ᗇ
ᵱ

に
よ
り
ͷ
᧸
さ
れ
な
い
ई
۰
も
あ

り
ま
す
。
✃
⦘
ᵱ
◌
ẫ
は
、ల
ɣ
ー

ɨ
ɢ
ー
ɀ
を
ǣ
╒
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
浦
添
市
公
共
事

業
評
価
監
視
委
員
会
「
事
業

継
続
（
現
計
画
）」
を
答
申

問 

都
市
計
画
課

☎  

内
線
4
0
1
2

　

本
ల
が
⢳
め
て
い
る
Ӹ
ӽ
事
業

に
つ
い
て
、
ᘟ
ᚊ
ల
Ӹ
ӽ
事
業
評

Ϣ
ᬫ
╋
ਅ
員
会
が
⫳
ҁ
さ
れ
、
審

⚑
の
結
እ
、「
事
業
継
続
（
現
╹

ᨋ
）」
と
ᵼ
ᨃ
を
ۅ
け
ま
し
た
。

Ʀ
౪
༔
29
年
ಏ　

ᘟ
ᚊ
ల
Ӹ
ӽ
事

業
評
Ϣ
ᬫ
╋
ਅ
員
会

（
౪
༔
29
年
11
月
⿅
ᅠ
⫳
ҁ
）

⚑
ጣ
ᵥ
⿀
ۥ

ɿ
⤏
┼
౺
ࣕ
⤹
ల
╹
ᨋ
事
業　

ᘟ

ᚊ
ٷ
ᵥ
一
ࡽ
地
ٚ
ᨋ
ᄏ
ᥴ
事
業

⚑
ጣ
ᵥ
⿁
ۥ

ɿ
⤏
┼
౺
ࣕ
⤹
ల
╹
ᨋ
事
業　

ᘟ

ᚊ
ٷ
ᵥ
̘
ࡽ
地
ٚ
ᨋ
ᄏ
ᥴ
事
業

　

ਅ
員
会
か
ら
の
ᵼ
ᨃ
を
ۅ
け
、

ల
で
は
事
業
の
ᅤ
期
લ
̒
に
向
け

今
後
一
୧
׭
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ల
ᕡ
の
᫤

さ
ん
の
ǣ
ᥴ
解
と
ǣ
ٴ
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ơ
Ӹ
ӽ
事
業
の
評
Ϣ
と
は
ơ

　

Ӹ
ӽ
事
業
の
׼
᤹
ම
お
よ
Ȃ
ી

ᅄ
⣏
Ღ
の
⢖
ᅽ
ම
の
向
上
を
ࡖ
る

た
め
に
⒅
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ᘟ
ᚊ
ల
Ӹ
ӽ
事
業
評
Ϣ
ᬫ
╋
ਅ

員
会
（
ਅ
員
⿈
人
）
で
評
Ϣ
の
ી

ᅄ
手
続
き
を
ᬫ
╋
し
、
ଓ
අ
ᅀ
⦠

に
ଓ
し
て
審
⚑
を
⒅
い
、
ტ
޿
す

Ȉ
き
点
ᵱ
が
あ
る
と
◜
め
た
と
き

は
、
ᵼ
ᨃ
に
よ
り
意
見
の
ԃ
ᨃ
を

⒅
い
ま
す
。

　

⚑
ጣ
✇
ᄦ
（
☈
ሤ
）
や
ᵼ
ᨃ
に

つ
い
て
は
、
ల
ɣ
ー
ɨ
ɢ
ー
ɀ
に

も
ဢ
⠅
し
て
い
ま
す
の
で
、
ǫ
ȁ

ǣ
╒
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度 

職
業
訓
練
生
募
集

問 

沖
縄
県
立
浦
添
職
業
能
力
開

発
校

☎  

（
8
7
9
）
2
5
6
0

「
自

分
に
も
こ
ん
な
初
々
し
さ
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
う
ほ

ど
新
成
人
の
姿
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
私
が

成
人
し
た
の
は
18
年
前
。
18
年
前
ど
ん
な

夢
や
希
望
を
抱
い
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
い

ろ
い
ろ
な
出
会
い
や
出
来
事
、
そ
の
時
々

の
決
断
が
あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
。
何

一
つ
欠
い
て
も
今
の
自
分
は
な
い
。
人
生

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
こ
れ
か
ら
の
人
生

も
楽
し
み
で
仕
方
な
い
。　
　

（
上
江
洲
） 

親
子
で
C
G
G
に
参
加
し
ま
し
た
。
息

子
は
、
地
域
の
人
に
〝
枯
れ
葉
を
散

ら
か
さ
ず
に
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
方
法
〟
を

優
し
く
教
え
て
も
ら
い
、
真
剣
な
表
情
で

聞
い
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
人
と
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
清
掃
を
行
う
姿
は
と
て
も

微
笑
ま
し
く
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
。
（
内
間
）

成
人
式
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
の
晴
れ
着
姿
は
と
て
も

眩
し
く
、
久
し
ぶ
り
の
友
だ
ち
と
の
再
会

に
喜
ぶ
姿
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
に
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
私
も
成
人
式
の
と
き

は
こ
ん
な
に
キ
ラ
キ
ラ
し
て
た
か
な
ぁ
と

振
り
返
り
つ
つ
、
20
歳
に
な
っ
た
こ
と
を

み
ん
な
で
祝
う
成
人
式
っ
て
素
敵
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
棚
原
）

今
月
号
は
南
米
研
修
生
の
特
集
で
す
。

研
修
に
来
て
い
た
二
人
、
い
さ
む
と

ダ
イ
ア
ナ
は
と
っ
て
も
陽
気
で
頭
も
良

く
、
冗
談
を
言
い
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。

家
に
お
邪
魔
す
る
ほ
ど
仲
良
く
な
っ
た
の

で
、
別
れ
の
時
は
と
て
も
さ
み
し
く
な
り

ま
し
た
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
二

人
の
元
気
な
姿
を
見
る
と
私
も
元
気
に
な

り
ま
す
。
い
や
ー
、
ど
こ
で
も
連
絡
が
取

り
合
え
る
携
帯
電
話
っ
て
と
っ
て
も
便
利

で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
来
月
号
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
玉
城
）

初
め
て
R
O
A
D
担
当
に
な
り
、
浦
添

市
出
身
で
大
活
躍
さ
れ
て
い
る
安
次

嶺
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

文
章
や
デ
ザ
イ
ン
も
雰
囲
気
に
こ
だ
わ
っ

て
た
く
さ
ん
考
え
た
の
で
、
読
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
に
安
次

嶺
さ
ん
の
魅
力
と
想
い
が
届
い
て
、「
私
も

な
に
か
で
き
る
か
も
！
」
と
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　

 　
　
　

（
當
銘
）

浦添市税務事務嘱託員
各種税証明書の窓口および
郵送業務、個人住民税および
軽自動車税に関する業務、そ
の他補助業務

月額13万5千円若干名
4月2日（月）
～平成31年
3月31日（日）

①心身ともに健康な人
②税務事務に関心がある人
③オフィスソフトの基本的な操作ができる
人（税システム操作あり）

２月15日（木）
午後５時まで
※土日祝日は除く

月～金曜日
（週30時間勤務、シフ
ト制）

業務内容 報酬募集人数 任用期間 勤務時間 資格要件 受付期間担当課

職員募集のお知らせ ※平成30年度予算によっては、任用ができない場合もありますのでご了承ください。

市民税課
内線2211・
2212

①学校事務
②学校図書事務
③学校用務員

日額6,456円
（司書有資格　　　
6,817円）

若干名
4月2日（月）
～9月30日
（日）

②司書有資格者優先 ２月28日（水）まで

月～金曜日午前8時
15分～午後4時45分
（学校行事による変動
あり）

教育総務課
内線6012

図書館活動業務
短時間勤務臨時職員
図書館活動に関すること

時給880円
（司書資格有）
時給833円
（司書資格無）

若干名
4月1日（日）
～9月30日
（日）

①図書館司書資格を有する人優先
②普通自動車免許を有する人

２月1日（木）～２月28
日（水）※２月６日（火）
～２月17日（土）は蔵
書点検のため、提出
の際には図書館にお
問い合わせください。

週５日勤務：火曜日～
金曜日の４時間（シフ
ト制）および土曜日ま
たは日曜日の７時間
45分※月曜・祝日を
除く

浦添市立
図書館

☎876-4946

児童手当・児童扶養手当・こど
も医療費助成等の窓口業務
および事務処理

月額13万円
費用弁償日額　　
700円

２人 60歳未満 ２月15日（木）まで

月～金曜日午前8時
30分～午後5時15分
まで1日6時間（シフト
制）、週30時間勤務

児童家庭課
内線3617

①浦添市観光協会契約職員
（事務局次長職）
②浦添市観光協会契約職員
（一般職）

①27万5,600円
②月給制。学歴・経
験を考慮して「浦添
市観光協会契約職
員の勤務条件等に
関する規則」に基づ
き決定します。

①１人
②４人

4月1日（日）
～平成31年
3月31日（日）

・普通自動車免許（AT限定可）
・パソコン操作が可能な人（全般的な操作
とワード・エクセルの操作、その他一般的
な知識を有する人）
・組織管理能力の高い人（①のみ）

2月13日（火）まで
週５日（40時間）午前
9時～午後6時の休憩
時間を除く8時間

観光振興課
内線3166

①市民協働のまちづくりの推
進に関する業務②男女共同
参画推進の企画運営業務③
まちづくり生涯学習の企画運
営業務④その他の課内業務

月額14万5千円
費用弁償日額　　
700円

若干名
4月1日（日）
～平成31年
3月31日（日）

4月1日（日）
～平成31年
3月31日（日）

普通自動車免許を有する人
①～③の業務に関心のある人

2月1日（木）～
2月20日（火）

月～金曜日、1日6時
間、週30時間勤務（土・
日勤務の場合有り）

男女共同
参画推進
ハーモニー
センター

☎874-5711

家庭相談員
家庭児童相談室における業
務・児童虐待の相談対応

月額16万円以内
費用弁償日額　　
700円

１人
任用日～
平成30年
3月31日（土）

①社会福祉士又は精神保健福祉士等の資
格を有する人
②学校教育法に基づく大学において、児童
福祉、社会福祉、児童学、心理学、教育学も
しくは社会学を専修する学科またはこれに
相当する課程を修めて卒業した人
③社会福祉主事として2年以上児童福祉
事業に従事した人
④上記①～③のいずれかに準ずるもの
で、福祉、保健、医療に関する相談援助業
務などに1年以上従事した経験を有する人

随時

月～金曜日、1日6時
間、週30時間勤務、午
前9時～午後5時（シ
フト制）

児童家庭課
内線7326

詳しくは市のホームページをご覧いただくか、担当課までお問い合わせください。

訓練科名

自動車整備科

電機工事科

建設機械整備科

設備システム科

板金溶接科

エクステリア科

オフィスビジネス科
（身体障がい者対象）

募集人数

14 人

30 人

18 人

17人

24 人

20 人

10 人

訓練期間

平成30年4月16日～
平成32年3月上旬（2年）

平成30年4月16日～
平成30年9月27日（6か月）

平成30年4月16日～
平成31 年3月 8日（1年）

平成30年1月22日～
平成30 年2月16日

授業料無料
（但し、テキスト代、検定代、
教材などは自己負担）

募集期間



会場／浦添市民球場
20181/15　より前売券販売開始！月

■主催：株式会社ヤクルト球団　東京ヤクルトスワローズ浦添協力会
■後援：浦添市　浦添市議会　浦添市教育委員会　(一社 ) 浦添市スポーツ協会　
　　　　浦添市観光協会　浦添商工会議所

※当日券の販売は午前９時～となっております。但し、変更と
　なる場合がございます。また、前売券が完売した場合、当日券
　の販売はありません。

前売券販売所
ローソン各店（阪神戦：L83682 ／日ハム戦：L83701）
ファミリマート各店・セブンイレブン各店・浦添市役所
（観光振興課）浦添市民体育館事務所・浦添商工会議所

大人 2,000円
小人 1,000円
大人 2,500円
小人 1,500円

大人 1,000円
小人 500円
大人 1,500円
小人 500円

大人・小人共通
2,500円

大人・小人共通
3,000円

前売券

内野指定席 内野自由席 外野自由席

当日券☎098-877-4606
お問い
合せ

東京ヤクルトスワローズ浦添協力会事務局
（浦添商工会議所内）
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